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1は じめ に
本稿を書 くにあたり、私が 「高齢期の生 きがい」について関心を持った
経緯に少々触れておきたい。
10年ほど前であろうか。「定年退職後の高齢者の生きがいやボケ」など、
高齢者に関わる諸問題をマスメディアが取 り上げるようになった頃である。
当時、私の両親は84歳と78歳の高齢後期に入っていた。彼らの心配は世の
中で取 り沙汰されているボケの状態に自分たちが陥っては大変 と考える一
方で、絶対に私たちはそのような状態にはならないという自信のようなも
のを持っていた。しかし好むと好まざるとに関わらず、何かのきっかけで、
自らが自らをボケの状態に追いやる場合もあれば、周囲によってボケの状
態に追い込まれる場合もある。 どんなに教育程度が高い人であろうとも、
どんなに多 くの趣味を持っている人でも、また手先の仕事をまめにやる人
でも、目的意識を持って生きていない限 り、ボケの可能性から逃れること
は出来ないのだということを両親の生活を通 して知った。
「人」 という文字がお互いを支えあうことを意味するように、両親も約50
年間お互いを頼 りに生 きてきた。そうした夫婦生活に、ある日突然起こっ
た配偶者の死は、残 された者の人生を思ってもみなかった方向に変えてし
まう。
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80歳前後の年齢は、身近な人との永遠の別れが多 くなる時期である。私の
母の場合も、前年に親友を亡 くし、気持ちが落ち込んでいた。それに追い
討ちをかけるように、夫の突然の死である。彼女の気が動転 したのも当然
である。父が死んでからは、母は生活すること全般にわたって自信をなく
し、先の人生に、何の目的も楽しみも持たなくなった。
人間は、何か 目的があるか らこそ人生を楽 しく生 きられるのであって、
その目標 を見出せなくなったその時から、気は落ち込み、精神的には欝の
状態になるようである。多 くの場合、家族、友人に励 まされ、何 とか精神
の最悪の危機を脱するのだが、母の場合は、それは望めず、誰をも彼女の
心の奥にまで、入 り込むことが出来なかった。当人自らがそうした最悪の
状況から、抜け出す方法を見つけ出さない限り、すなわち明日を生 きる目
標を見つけ出さない限 り、正常な生活にすら戻ることは出来ない。私には
母を失意のどん底から救い出す方法がなかなか見つからなかった。
母はそれまで好んでやっていた読書や趣味の多 くを、自らの生活から抹
消 してしまった。母 と同 じような趣味であ?て も、自分がその状況から逃
げ出すことによって他人に迷惑をかけた り、あるいはそれによる収入が少
しでもある場合は、責任上、自分が嫌だからといってその状況から逃げ出
す ような勝手な行動は出来ないはずである。しかし、単なる趣味の場合は、
自分の都合で自由にどうにでもなる。嫌だと思ったらや らなくても他人に
迷惑をかける心配などない。気楽といえば気楽ではある。しかしいったん
自分に甘えが出て、前向きに生きる行動を維持できなくなると、人にもよ
るが、自分で立ち上がれなくなってしまう場合もある。
母は楽 しみなどない闇の生活に、入 り込んでしまった。一・日中黙 りこん
で、家から一歩も出ない。だんだんと足腰は弱 り、そのうちに床から起 き
上がれなくなった。周 りの人との会話 も少なくなり、その結果、言葉によ
る表現力が見る見るうちに衰えていった。
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彼女に社会 と繋が りのある、何か趣味 を超 えた もの、わず らわ しくて も何
らかの義務感を伴 うものがあったなら、彼女の晩年は大 きく変わっていた
であろうと想像する。
こうした経験か ら、高齢期の知的精神生活 を支える ものは何か、それは
生 きがいとなるものを見つける ということか、 また生 きがいを高齢 になっ
て も維持す るためには、いわゆる生涯教育 とい うものは有効なのかを真剣
に考えるようになった。専 門的に学 んでみようと、4年 程前に、大学院で
「生涯教育」 を専攻 した。その修士2年 の間で私 なりに出 した結論は、高齢
期 をよりよく生 きるためには、何 らかの社会的責任 を伴 う仕事 か、周 囲に
公言する生活の 目標 を持ち、人生 における 「真 の生 きがい」 を見出す こと
が、いかに大切であるか とい うことである。
今 まで、英文学 にのみ持 ってきた関心 を生涯教育に も向け、かつ英文学
の中に書かれた作中人物の生 き方に、生涯教育 の大切 さを見 出してい きた
い と試みた。 これが本稿を書 く動機である。
2高 齢 者 の 生 きが い
生 きがい とは具体的にどういうことを意味す るのか。「生 きがいを持つこ
とは良いことだ」 と口では簡単 に言えるが、実際には、その生 きがい を見
出すことは難 しく、特 に高齢期 にはいった人々にとっては、 なかなか見つ
か りに くいものである。高齢期 になって、生 きがいが見つか らないまま生
きているのは、母の場合 も含め、悲 しいばか りか、精神的にもその人をだ
めにしてい く。生 きがいが ない ことが原因 となって、家に引 きこもりがち
となれば、身体の機能は衰 えてい くであろうし、寝た きりになるとい うこ
とも考えられ る。 自分以外の人 との会話が少 な くなればなるほ ど、脳の働
きは鈍 くな り、それが原因で廃用型痴呆1(脳を使わな くなることによる老
人のボケ)に な りやす くもなる。現在1世 間で言われている痴呆 のほとん
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どが、脳 を使わないことによって生 じるこの廃用型痴呆で、全体の約90%
を占めている。残 りの10%が血管 性の病気による痴呆(4.8%)と二次性痴
呆(2.4%)、側頭葉性健忘症(1.7%〉などで、世間が心配するアルツハイ
マー病 は、僅か1.1%にす ぎない2。単 に脳や身体 を使 わない ことによる老
人性痴呆が多 くなることは大 きな社会問題である。
現在、 日本人の平均寿命は伸 び続け、人生80年時代 を迎えた。この半世
紀で、30年以上寿命が伸びた。国連の定義によると、65歳以上の人口が全
体の7%を超 えた社会 を高齢化社会 というが、「厚生労働省 の人口動態統計
によると、 日本 の65歳以上の人口が2010年には20%に近づ き、 しば らくは
3000万人前後 を維持することになる とい う。 しか も、100歳以上が1995年
に6378人であったのが、2000年には13036人まで伸 びている3」。まさに高
齢化社会 というより、「高齢社会」である。
この高齢社会においては、60歳か ら65歳で定年を迎え、あ とはお まけの
人生 と考えるのは、人生50年の時代 ならともか く、今の時代には向かない。
それなら定年や子育て終了後の人生 をどの ように生 きたらよいか、何 に生
きがいを見出すべ きか。 これが本論のテーマである。子育て、あるいは家
族のために働 くといった重責ではな くとも、社会 との関わ りを何 らかの形
で持 った第二の人生 を送 るべ きであろ う。関わ りを持つ とい うことは大 な
り小 な り、権利義務の関係 を生 じた り、ルールを守 るな どの社会的制約 を
受 けた りす る。なぜそこに制約が必要 なのか。制約があれば、それを守 る
ために人間は努力す るし、そのためには身体 も脳 も使 う。社会 と関わるこ
とによって、使わなければ急速に衰 えてい く人間の身体や脳の老化 を防 ぐ
こともで きる。
しかし、今、60歳以降か らの長い人生 を、いきい きと生 きている人の数
は、 まだまだ少 ない。急速に高齢化が進んだため、高齢者に とって どのよ
うな生 き方 をす るのが、満足 のい く人生 を送ることになるのか、社会 も個
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人 も戸惑ったまま、試行錯誤の状態が続いているのが現状だ と考えられる。
電車の中で交わされる高齢者同士の会話 を時 々耳にす るが、「次の旅行は
どこに行こうか」や 「日本経済の立て直 しはどうした らよいか」 など前向
きな話題 よりも、「か らだの調子が悪い」話や、高齢期 になって痴呆になる
ことを恐れるあまり、「周 りの人々に迷惑 をかけないうちに死んだほうが良
い」などといった後向 きの会話が多いのが気 になる。「生 きがい」 など、そ
の会話のなかに見出す ことは難 しい。
スケジュールが ぎっ しり詰 まった、 どちらか とい うと、余暇 を見出す こ
とが困難なほ どの忙 しい生活 を送 っていた人たちが、子育てを終了 した頃
か ら、または退職 したその翌 日か ら、「24時間すべてあなたのものですか ら、
自由に使いなさい」 と言われた時、仕事、子育 てに代 わる生 きがいが急に
見つか らず戸惑って しまう。
若い時か ら、仕事 と余暇 をバ ランス良 くこなしてきた人は別であるが、
「大変だ」 といいなが らも、仕事や子育てが気づかない うちに、「生 きがい」
になっていた人たちは多い。忙 しい仕事の合間を見つけて、趣味や楽 しみ
を持つことは喜びにつなが るが、丸0日 すべての時間を趣味だけで生 きる
のは楽 しみ というよ りもむ しろ苦痛 になる時さえある。学生時代の定期試
験の際に、 この試験が終わった ら、「あれもしよう」、「これ もしよう」 と思
いなが ら、終わってしまうと、「いつでもで きる」 とい うことか ら、やろう
と思っていたことが、 どうで も良 くなって しまったという経験 と、相通 じ
るように思われる。
さて、「24時間が 自由に使 える」 とは、忙 しい立場 に身を置いている人に
は、 うらや まし く聞こえる言葉 であるが、何 の社会的制約 もないために、
自分 で自分 をコン トロール しなければならない。それ も1週間や1ヶ月なら
まだしも、生 きている間ずっ とである。制約が なければ、 ともす ると、 自
分 に甘 くな り、規則正 しい健康的な生活が送れ な くなる可能性 もある。仮
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に趣味を多 く持っているとしても、毎 日を趣味だけで埋めるのは難しい。
社会の一員として何か社会の役に立つこと、結果として社会から何らか
の評価を受けることが出来るものがあれば、それが社会的制約 となり、そ
れを行 うための向上心も高まるという利点がある。同じ人間の一生なら自
分にとって 「何が真の幸せか」を考え、自分なりに幸福を追求し歩むこと
が出来るようになれば、それが生きがいとなる。加えて時代 と共に生 き、
新 しい時代を作 り上げる側に立って生 きることが出来れば、それはなお有
意義な、生きがいある入生 となるであろう。
ブッシュ米国大統領が票集めのために、高齢者が多 く住むフロリダに行
ったことは記憶に新 しい。アメリカ退職者協会が 「ダメ」と圧力 をかけて
いる法案はめったに議会を通過 しないため、政治家は高齢者の意向を無視
出来ない。すなわち高齢者の意見が政治によく反映されているということ
である。自分たちの居場所は自分たちの力 と考えで守るという姿勢である。
またケネディ元大統領の言葉、「社会が 自分たちのために何かをやって くれ
るのを待つのではなく、自分たちが社会のために何をすることが出来るか
を考えよう」も、自分の人生を有意義に過ごすための大切な基本姿勢を述
べた言葉として思い出される。
3日 本 に お け る平 均 的 な 高 齢 者 の 生 き方
さて60歳以上の半数がテ レビは必需品であると考 えている。高齢 者の生
活意識 に関す る1995年総務庁(現 総務省)の 調査 に よる と、「約2500人
(65歳以上、 うち80歳以上286人)のうち女性77、8%、男性81:4%がテ レビ
を見 ることを楽 しみ としている。次いで、新聞、雑誌 を読むこと(そ れぞ
れ、28.4%/47.2%)、旅行(29.5%/31.8%)である4。またNHK放送文化
研究所の最新の資料から日本人の平均的テレビ視聴 の実態 を調べた結果 を
見ると、「NHKの総合は60代で2時間弱、70代以上で、2時間20分程度、民
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放テ レビ系 は60代、70代以上 ともに、3時間前後5」である。単純に計算す
る と、NHKと 民放 を合 わせて総計5時間か ら5時間20分となっている。 こ
の統計 を見る限 りでは、高齢者にとってテレビを見ることは、生活の大 き
な一部 になっているように思われ るが、かならず しも喜んで見ている人ば
か りではな く、テ レビがついていると、 自分以外の人の動 きを感 じられる
ので安心 とい う人もいる。
この他に、 カルチ ャーセ ンターに行った り、ボランテ ィア活動 に参加 し
た り、 シルバー人材セ ンターに名前 を登録 した りと、いろいろ参加 しては
みる ものの、仕事一筋 に生 きてきた人々に とって(特 に男性の場合であ る
が)、それ らは緊張感が伴わないせいか、必ず しも満足 できるものではない
ようである。場 を提供する側 にも試行錯誤の面があ り、高齢者 の真の生 き
がいにどうつなげるか考慮不足の点 も見 られる。高齢者側 も、ただ興味本
位で、何 を学び、それをどのように自分の生 きがいにつなげてい くか意識
していない場合 も多い。
上記の ような定年後の高齢者の生活状況は、 日本人の国民性 に起因す る
もの とも考え られる。 日本人の性格の特徴 を表す ものとして、興味深い記
事 を読んだことがある。客船が沈没 しかけた時、乗客の数だけの救命ボー
トがないことに気づいた船長が、乗客 に 「救命ボー トには全員は、乗れな
いため何人かは海に飛び込み、助 けを待つ必要がある」 旨を伝 えようとし
た。それぞれの乗客の国民性 にあった説得の仕方 を試みた。 日本人に対 し
ては、「他の皆 さんが飛び込 まれます よ」 といって、納得 させ ようとした と
い う笑い話である。 これか らもわかるように、 日本人は確 かに皆 と同じ行
動 をしていれば安心 といった国民性がある。定年を間近 にひかえた人、定
年退職後問 もない人は口をそろえて 「定年後は悠悠 自適の生活を送 りたい」
と言 う。上記の数字が示す ように、テ レビを見て0日 の大半を過 ごす こと
も、皆 と同 じ行動 なのである。 カルチ ャーセ ンターに行った り、ボランテ
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イア活動をした りするのも同様であろう。社会にもそうした状況を肯定す
る傾向がある。いつまでもこうした状況を続けていて良いのであろうか。
これからは高齢者がそれぞれの真の生きがいを追求できる社会の実現 をめ
ざすべ きであろう。国や自治体の計画のなかにいろいろな生き方を支援す
る具体的な施策が織 り込まれることを期待 したい。また高齢者自らが、そ
の計画を立てる段階から積極的に参加していくことが望まれる。
ここで、より豊かな高齢期の過 ごし方を研究する学問 「老年学」につい
て簡単に触れてみたい。
4老 年 学 とは
老年学 とは、日本社会の高齢化 より一足先の1970年に高齢化社会を迎え
たアメリカで、 ミシガン大学の大学院博士課程に、「教育老年学」 という講
座が開かれたのが始まりである。
アメリカの教育老年学の第一人者とされているデビッド・ピーターソン
(Peterson,D.A.)によれば、「1980年に教育老年学 を、高齢者の生活を向
上させるためにエイジング(加齢、老化)と教育に関する知識を拡張 ・応
用していく試みとしてとらえるようになった6」という。教育老年学の中で
研究されるべきものは、「高齢者の置かれている状況を理解する」「高齢者の
置かれている社会的不利益状況に関する一般市民の認識を深める」「学校教
育における高齢者問題のプログラム開発」「マスメディアを通しての高齢者
に対するステレオタイプの是正」「家族員に対する高齢者問題に関する情報
提供」「高齢者へのサービスやプログラム開発に必要な知識 ・技能の把握」7
などとされている。
人間の一生を幼年期、青年期、中年期、老年期と、4期に分けてみる。幼
年期は措 くとして、それぞれの期にあわせた教育について考えてみよう。
青年期の教育は、「知識や経験の不十分さを知って、それらを補い身につ
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けていこうとする・・… ・将来への準備8」のための教育である。中年期の教
育では 「個 々の生活環境 に応 じた社会的役割 による課題 のウェイ トが増
し・・… ・当面の課題に結びつ く9」勉強が必要である。現在 自分のおかれて
いる状況を自分 な りに把握 し、それを充実 させ、更なる発展 を学ぶ ことを
目的とする。すなわち、青年期、中年期の教育は、その教育内容 を生かし、
実社会 において実践応用 を可能にするための教育である。
人生50年の時代では、こうした青年期や中年期 までの教育内容 を生か し
てい く過程で、人生が終わっていた。そのため、老年期の教育 は必要なか
った。 しか し、医学の進歩 と共に寿命が延びた今で も、教育 は、中年期 ま
での内容に とどまり、それか ら先の教育がなされていない。それか ら先の
老年期は、「おつ りの人生」 と考えられていたか らである。
高齢期 に入 りかかった、または高齢期にある人々に対する、生 きがいの
ある人生 を送 るための教育 は、 日本の社会ではまだ準備が始まったばか り
である。
時期が来れば、子供 は成長 し、子育ては終了する。 よって子育て終了時
期 は人生50年の時代 とあまり変わっていない。 また仕事において も、定年
退職制度が しかれている日本の社会では、暦年齢だけの理由で、第一線 を
退か ざるを得 ない。その定年退職年齢 も、以前 とあま り変 わっていない。
む しろ昔の方が人生が短かった分だけ、生 きている間はほぼ仕事 について
いることが出来た と言えよう。
ダクラス ・H・パ ウェル(Powell,D.H.)は「最適の老化 とは、肉体 認
知能力・社会 性、心理状態を、出来るだけ長期 にわたって、維持す ること
に他 な らないlo」「さまざまな体験 を自ら進んで受け入れることが出来る高
齢者は・変 わ り映えの しない日々を送 っている高齢者 より、認知能力 テス
トにおいて高い得点 を得 ることが出来 る11」とい う。 さらに彼 は、 まだ機
能 を若返 らせることがで きる能力 を持 った高齢期前期、 ならびに高齢期後
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期の入たちの一部に対して 「こうした人々が必要としているのは、労働の
機会と動機づけと、意欲に他ならない。高齢でありなが らなお働 くことは、
困難なことかもしれない。だが、そうすることによって、私たちは、人生
の最後の4分の1を精一杯生 き抜 く可能性を高めることが出来る12」と説明
している。すなわち、心身ともに健康な人は意欲を持って働 きなさいと言
っているのである。確かに、アメリカでは、年齢を理由にした解雇は法律
によって禁止されてお り、仕事を辞める時期は、必ずしも問題がないわけ
ではないが、会社や社会が決めるのではなく、本人が、辞めたい、辞めな
くてはと判断したときに辞めるという社会通念になっている。
青年期、中年期の教育が実社会において実践応用を可能にすることが出
来るように計画された教育であるように、老年期の教育は、高齢者にとっ
て人生最後の部分をどのように生 きがいを持って生き抜 くか、そして自分
が抱いてきた目標の自己達成(自 己実現)を 目指 して学ぶための教育 とし
て位置づけられよう。
人間の生 き方、特に高齢者の生 きがいある生 き方についての示唆のひ と
つ を、19世紀のイギリスの作家 ジ ョージ ・エ リオッ ト(GeorgeEliot)の
作品 『サイラス ・マーナー』(Spas-Marraer)13の主人公サイラスの生涯 に
見出す ことが出来る。サイラスの変化に富 んだ人生の中か ら、現代社会 に
生 きる高齢 者が生 きがいを探 るための指針 を引 き出す ことが出来れば と考
えている。
5ジ ョ ー ジ ・エ リ オ ッ トに つ い て
『サ イ ラス ・マ ーナー』(1861年)の著者 ジ ョー ジ ・エ リオ ッ トは本 名 を
メアリ ・ア ン ・エ ヴ ァンス(MaryAnnEvans)とい う。当時、女性 とい
うだけで作 家 としては軽 く見 られ て しまうため、男性 名 ジ ョー ジを名乗 っ
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た。
エ リ オ ッ トは1819年に イ ギ リ ス 中 西 部 地 方 の ウ ォ ー ウ ィ ッ ク 州
(Warwickshire)の北部 ナニ ー トン(Nuneaton)の近 くの アーベ リー ・
フ ァー ム(ArburyFarm)に 生 れ る。父親 は土地 管理 人で、前妻 との問
に2人 、後妻 との 間に3人 の子 を もうけた。エ リオ ッ トは後 妻 との間 に生
れた末 っ子 であ る。
彼女 が9歳 の時 に転 校 した学校 では福音主義 者 の ミス ・マ ライ ア ・ル イ
ス(MissMariaLewis)の影響 を強 く受 け、 熱心 な信仰 者 であ った。 し
か し大 人になってか ら、キ リス ト教 に疑 問を持 ち始 める。
エ リオ ッ トの母 は18歳の時 に死 に、 その翌年 には姉が結 婚 したので家 の
中 の仕事 の一切 をエ リオ ッ トがや って いた。そ して一 方 では家 庭教 師 につ
き、 ドイ ツ語 、 イ タ リア語 な どを学 ぶ 。 この 間 に ワー ズ ワス(WiUiam
Wordsworth)の詩 集 を読 み、 ワー ズ ワスの 自然 を愛す る心 に影響 を受 け
る。 『サ イ ラス ・マ.___ナー』 の本 の扉 に、 ワーズ ワスの詩が載 っている。
幼 な児 こそ、老いゆ く人にとりて、
この世の与 うるいずれの賜 にもまさ り、
希望 と明日の日待つ思いをもた らす ものなれ。
「マイケル」14とい う題のこの詩は生 きがいをもたらして くれるものとし
て幼児 を挙げている。ワーズワスの詩の愛読者 であったエ リオ ットが 『サ
イラス ・マーナー』の中で、「生 きがいある人生 とは」をテーマとして書 き
進めてい くのに、この詩か ら大 きな力 を得たことが窺える。
エ リオッ トが21歳の時に兄が結婚 し父の後 を継 いだため、父 と共 にコベ
ン トリー(Coventry)の近 くに移 り、父 と二人で暮 らし始める。その後、
無神論者のチャールズ ・プ レイ(CharlesBray)と知 り合い、彼の仲間の
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知識入たちとも付 き合 うようになる。彼 らの影響 もあってか、その後エリ
オ ッ トはキリス ト教に疑問を持ち始 める。作品の中で、サ イラスは神に対
して不信 を抱いている人物 として描かれているが、エ リオットの考 えその
ものを主人公に投影 していることになる。
父親 はエ リオ ットが29歳の時 に亡 くな り、エ リオットの落胆振 りは大変
な ものであった。 しか しその後、ロ ン ドンに出て、以前か ら寄稿 していた
定期刊行物 の 『ウェス トミンス ター ・レヴュー』(TheWes亡mfηs亡er
Review)誌の副主筆にな り、執筆活動 を始める。
彼女は 『ミ ドルマーチ』の中で人間の活動 を織物 にた とえてお り、「この
「特別な織物」の糸 となるのは個々の人間であ り、織物 となるのはその人々
の生 きざまである15」。人間が生 きてい く上で、他の人 と関わ りを持つ事 に
よって織 りなす人生は、その関わ り具合が複雑になればなるほ ど、深 みの
ある豊かな入生 となる。他人 と関わ りを持つ人の人生 は、他人 と没交渉の
まま自分の殻の中に閉 じこもって生 きる人の人生 とは比較 出来ないほ ど・
味のある人生 となる。人間同士 の糸の絡みによ り、その人生は光沢を帯び・
それぞれの人間の持つカラーの交わ り具合によっては、美 しい模様 を織 り
なすことが出来 る。 こうした人生は、その人の生 きる姿勢によって異な り・
面 白い人生 ともなれば、つまらない人生 ともなる。作者エ リオッ トはまだ
35歳という若 さで、面白みのある人生、それとは反対の暗い人生 を作品の
中に描 き、サイラス という主役に、その二通 りの人生 を生 きさせた。
今の社会に生 きる高齢者の生 き方にも、大 きく分けてこの二通 りの生 き
方が見 られる。ひとつは、定年退職後、社会 との関わ りを持たずに家の中
に閉じこもりがちになる生き方、 もうひとつは、自ら進んで地域や社会に
飛び込んでいき、今まで会社人間であった時、あるいは子育てに没頭 して
いた時には味わうこともなかった世界のいろいろなことを、多 くの人々か
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ら学 び、 自分 を磨 いてい く生 き方であ る。
6サ イ ラ ス の 生 きが い
『サイラス ・マーナー』 は、ジ ョ.___ジ・エ リオ ッ トが43歳の ときに書い
た小説である。主人公 はサ イラス とゴ ッ ドフリー(Godfrey)であるが、
ここではサイ ラスの生 き方に焦点を絞 り、彼の生 きがいが小説の中でどの
ように表現 されているかを考察 してみたい。
人間は考える脳 を持った動物である。そのため青年期、中年期、老年期
といった・それぞれの時期に、いろいろな心理的な課題 を抱 えるが、その
課題 を克服 しなが ら、人間は成長 してい く。それぞれの時期 において、生
きがいの対象 となるものが、異 なる場合 もあれば、初 めか ら終 わ りまで、
一貫 して変わ らぬ場合 もある。
サイラスの人生では時期 によって生 きがいが変わってい く。彼は環境が
変わるごとに、上手に自分の生 きがい を見出 し、その生 きがいを全 うしな
が ら生 きてい く男 として描かれている。その生 きがいのなかには本心か ら
の生 きがいではないが、真 の生 きがいが見つかるまでの仮の生 きがいとな
っているものもある。
まず彼の青年期であるが、彼 は宗教活動 に、 また仕事 に、そ して恋に自
分の人生の生 きがいを見つけ、毎 日を有意義に過 ごすが、 この青年期の途
中で・ 自分が見つけた生 きがいが信頼 していた友デーン(WilliamDane)
と恋人セアラー(Sarah)の二人の裏切 りによって崩 されて しまう。
中年期 にはこの裏切 り行為が きっかけとなって、住み慣 れた場所 である
ランタンヤー ド(LanternYard)からラヴィロウ(Raveloe)村に居を移
す。そ して慣れない土地で、孤独なさびしい生活 を送るが、こうした環境
の中で・彼 は新たな生 きがいを見出そ うと試みる。それは金貨 を貯めるこ
とである。何故・金貨 を貯めるのか。セアラー との結婚は、「お金が もう少
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したまってか ら」 とい う理 由で、先延 ば しにしていた。 しか しその結果・
サイラスが信用 していた友人にセアラを奪われて しまう。 このことが遠因
となった金貨 を貯める行動は、彼の真の生 きがい と言 えるものではな く・
自分が生 きてい く上での生活の 目標 として、彼が仮に立てた生 きがいであ
る。 しかしこの中年期の生 きがい も心無い何者かによって崩 される。彼の
ためていた金貨がそっ くり盗 まれて しまうのである。彼の落胆 はとて も大
きい。毎 日、金が戻 って くるのではないか と、戸 口を開け放 してお く。数
週間が経った時、エピー(Eppie)とい うかわいい女の子が・開け放 した
戸 口か ら入 って くる。この子が彼の最終の時期、老年期 に彼の生 きがいの
対象 となる。彼 はこの子 を育てることに、彼の人生のすべてをかける。
それでは、ス トー リーの筋 を追いなが ら、サイラスの生 きがいについ
て考えてみたい。
サイラスはリンネル織工である。織工 とい うと、当時 は長いリンネルの
反物 を入れた重い袋 を背負 って、腰 をかがめ、青白い顔 をした人 というイ
メージが強かった。彼 もこ多聞に漏 れず青 ざめた顔 をした人物であ る。ラ
ヴィロウ村 に来る以前のランタンヤー ドでの生活は、「行動 と旺盛な精神力
と緊密な友情 とに満たされた」(第1章)も のであった。彼はその頃・ある
宗教 団体 に加 わってお り、模範的な生活 を送 る信仰の厚 い人間であった。
根 は正直な男で、悪いことなどで きるタイプの人間ではなかった。織工 と
しての生活 に満足 していた。 また婚約者がお り、二人の問では、「貯金が今
よ り増 えた段階で結婚 しよう」 とい う約束が交 わされていた。彼の友人に
ウィリアム ・デー ンとい うサイラス より少 し年上の青年がお り、サイラス
は 「自分の考 え方や性格 とはまるで反対の者に頼 りたい」 とい う気持が あ
って、 このデー ンのやることに疑いを持 たず、彼 との友情 を保 っていた。
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しか しサイラスが友 人と思 っていたこのデー ンは、実は したたかな悪党で
あ り、サイラスは彼 の罠に嵌め られて しまう。ある執事の殺人事件 をめ ぐ
って、サイラスは殺 人犯にされた上、金を盗んだ という濡れ衣 まで着せ ら
れて しまう。実の犯 人はサイラスが親友 と思い込んでいたデー ンその人で
あ り、 自分が犯 した罪 をサイラスになす りつけたのである。その上、サイ
ラスの婚約者のセアラーまで奪 って しまう。デー ンを悪人 として、訴えた
い気持 ちはあったが、キリス ト教徒 に対 して法律上の手段 に訴えることは、
禁 じられていたのである。そこで当時の村人は、事件の真相の発見につい
ては、祈祷 し、おみ くじを引 き決議 した。おみ くじの結果はサイラスに不
利に出、結果 としては、教会員 としての資格 を停止 された上、金の返済 ま
で命令 された。
サイラスは神 も人 も信 じられな くなる。機織 りに励むことによって、無
信仰の苦 しみか ら逃れようとするが、セアラーか らの一方的な婚約破棄が
引 き金 とな り、サイラスは今 まで住んでいた土地に嫌気が さし、ラヴィロ
ウ村 に転居す る。彼 の青年期後半か ら中年期が始 まる時期 である。 この よ
うに して仕事に、恋に、そ して宗教 に、彼の生 きがいを感 じていた時期 も
終わる。青年期の彼 の生 きがいは無残 にも打ち壊 されて しまったわけであ
るが、何 も生 きるは りを持 たないまま生活す ることは苦 しい ことであ る。
サイラスはこの状況を乗 り越え、次の生 きがい探 しを始める。
次の生 きがいの対象は、金貨を集めることであった。友に裏切 られ、恋
人まで とられて しまったつ らさを紛 らすために、機織 りに打ち込んだ。仕
事 をすればす るほ ど、彼の壷 に金貨がたまっていった。金貨 に触れ、金貨
を眺める。何か特別な使い途などない。金貨が増 えてい くことだけに喜 び
を感 じ、それを貯めてい くのに生 きがいを感 じたのである。青年期 の生 き
がいを失った時、そ して金貨 を集める喜 びに生 きがいを転 じていった彼の
様子が、次のように書かれている。
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国境の山をこえて、生 まれた土地の神の支配 をうけない ところへ ゆ く
ことがで きる。 … … 頼 りにしていたけれ どもついに報いられること
のなかった神の力 は、彼の逃れて きたこの土地か らは、はるか遠 い存
在のように思われた。 … … あのひどい打撃をうけてか ら、彼が まず
第0に とった行動はやは り織 り機 を織って働 くことであった。 ・・… ・
なんのために働 くか を反省す ることもな く、 しばしの休み もとらずに
働 きつづけた。 … … こうしてその仕事 をする とい うこと自体が 目的
になってしまうことが よ くある。そ して彼の0生 の索漠 とした空隙 を
うめてゆ くことになるである。・… ・・いつ まで織 り機 を織 りつづけた
ところで、その先なにも心 に希望 のない彼に、金貨がいったい何 の役
にたつ とい うのであろう。 … … そっ くり自分の ものであるそのぴか
ぴか光 った面を眺めた りす ることが、愉 しかったのである。 … …1
枚1枚 数えた。そ してついには、その形や色 は、彼に とっては渇 きを
癒す清水のようにさえなった。(第2章)
すべての生 きがいを失ったサイラスが最初に とった行動 は、織工 として
の仕事 にはげむことであった。仕事 には責任があ り、 自分の都合で休んだ
り辞めた りすることが出来ない。仕事 をすることによって、悲 しい嫌な出
来事 について考 える時間を少な くす ることも出来るし、 まじめな良い仕事
をす ることが当人の生 きがいになることもある。
彼 はさしあたって、大 きな心の空洞 を仕事によって、埋め ることが出来
た。仕事 をすることに よって、結果 として金貨はた まって くる。今度は、
その金貨が どの位たまってい くかを見 るのに喜びを持つようにな り、その
金貨 を貯めるそれ 自体が、彼の生 きる 目的や生 きがいへ と変わって行 った
のである。
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マーナーは、十枚の貨幣の山が早 く十倍にな り、それがまたさらに何
千倍に もなることを望 んだ。一ギニー、一ギニー とふえてゆ くことが、
もうそれだけで満足であったが それは織 り機を織った り、空腹
をみたす ことと同 じように、今ではまった く縁のな くなった信仰や愛
の生活か ら、かけはなれて存在 している生活の0つ の要素だったので
ある。… … 二十年のあいだこの不思議な金 というものは、彼 にとっ
ては地上の幸の象徴であ り、働 くことの直接の 目的となっていたので
ある。… … すべての 目的を見失ってしまった今は、金 を念頭 におい
て働 き、 自分の努力のかいがあった とい う気持 ちで金 を握 る習慣が、
欲望の種子 をつちかうのに充分の深 さのある沃土 となっていた。そ う
してサイラスは、黄昏の野 をとおって家の方へ歩 きなが ら、金貨 をと
りだ してみた。金は次第にせ まって くる夕闇の中で、いっそ う光 りを
まして くるように思われるのであった。(同2章)
これが彼の中年期の生 きがいである。
しかし相手は金貨 であ り、会話が出来るものではない。そ うい うわけで、
誰 とも話 さない 日が続 く。お金を貯めることに生 きがいを見つけた ものの、
彼の心はどこか暗 く閉ざされたままであった。
ふつ うの正気の人ならす るように、袋 を踏み段の上におかず、その重
い袋を背負 ったまま、踏み段 によりかかってい るのを見た。 … … マ
ーナーの顔や姿はちぢま り、前かがみになって、… … 人を信 じ、夢
見るような眼つ きで、いつ もものを見ていたあの とびでた眼は、今で
は小 さな砂粒の ような微細 なものだけ しか見えず、・・… ・まだ四十に
は間があろうというのに、 ひどくしわが よって黄色 くなっていたので、
子供たちはいつ も彼の ことを 「マーナー爺 さん」 と呼んだ ものであっ
た。(同2章)
金貨 を貯めることが生 きがい と言っても、それは本当の人生の 目標では
ない。金その ものというよりは金を貯める過程に、彼 は生 きがいを見出 し
ている。生 きがいを求めてい く対象が、話 しかけて も答えて くれない無生
物の場合 よ りも、話 しかければ答えて くれる人間のほうが、はるかに喜 び
は大 きいはずである。仮 とはいえ彼の生 きがいの対象 となっていた金貨が、
ある 日、何者かによって盗 まれて しまう。 これが彼の中年期における生 き
がいの喪失である。
金 を盗 まれたこと自体 は彼 にとっては大 きな不幸ではあったが、その代
償 として、次の生 きがいに巡 り会 う。巡 り会えたというよりはむ しろ、次
の生 きがいを捜 し求めていた時 にエピーが現れ、彼女 を育てることに新た
な生 きがいを見つけようとす る。これは、サイラス 自らが掴み取 った機会
である。
エ ピーとい う小 さな女の子 を育てる生 きがいを彼が見つけるまでは、青
年期 も、中年期 も、商売上の用事や 日用品 を求めに行 く以外 には、誰 とも
付 き合いのない生活 を送っていたサイラスであったが、エ ピーを育てるよ
うになってか らは、彼の生活 は一変す る。子育てをした経験 のないサイラ
スには、子育 て経験者か らのア ドバイスは不可欠の ものであ り、彼の周辺
はだんだんと賑やかになってゆ く。
真の生 きがいを追求 してい く場合 には、 ひとりでは、 目的は達成で きな
い場合が多い。 自分以外の誰か と接することによって、入間の輪が広がる。
人間関係 は複雑になってい くであろうが、 自分 を取 り巻 く世界 は広が る。
そ して社会 とい う歯車の一員 としての活動が始 まる。これが 「真の生 きが
い」であると、筆者は解釈 している。
エ ピーが現れた とき、彼が、この子 を育てることに生 きがいを感 じ始め
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てい る様子 を表 している部分 を抜粋 してみ よう。
その古い昔の生活か ら、彼の もとにつかわされた、 なにかの使いであ
るかのような、夢の ような気持 ちを覚えるのであった。(第12章)
エ ピーの母親は、雪の中で、アヘ ン中毒のために死 に絶えるが、エピー
は母親の腕を離れ、サイラスの家か らもれて くる光 を求めて家の中に入 っ
て くる。サイラスはエピーに気づ き、彼女 を抱 き上げる。そ してその子の
母親であ る死んだ女性 のことを町の医者に知 らせ るために、村 人の集 まっ
ているところへ行 くのだが、そこに集 まっている女性の一人が、サ イラス
が困っていると思い、親切 にも、「それなら、 この子をここにおいていった
らいい じゃないの、マーナーさん」(第13章)と勧めると、サイラスははっ
き りと 「いえ一 いけません、わた くしはこの子 を手ばなす ことはで きませ
ん」(同13章)という。その段階で、すでにサイラスは自分の手でエ ピーを
育てようと思っているのである。
エ ピーは、サイラスの死 んだ妹の幼 かったころにそっ くりであった。そ
のこともサイラスが 自分の手で育てようと考えた理由のひとつ といえよう。
さらにサイラスは激 しい言葉で 「誰の手にも渡 しません」「この子はわた く
しの ところへ来たのです一 わた くしにはこの子 を手 もとにおいてお く権利
があるのです」(同13章)と述べ る。
エ ピーをかわいがるサイラスの気持ちはエピーに も伝 わる。エ ピーが困
った時 に発する言葉 「母 ちゃん」か らも判 るように、 自分を大切 に思って
くれる人のことは良 くわかるのであろ う。 このかわいい子に心がひかれ、
大人たちが彼女 を取 り囲む。その時、エピーは何かに不安 を感 じてサイラ
スに しがみつ く。サ イラスが母親の代わ りに自分 を守 って くれているのが
わかっているのである。
子供 は、 もう明るい光 にも、婦人たちの笑顔 にも気 をひかれな くなっ
ていたが、とうとう泣 き出 して、「かあちゃん」 と呼びはじめた。そう
しなが らも、あ くまでマーナーを頼 りとするかのように、彼 にしっか
りとしがみついていた。(同13章)
サイラスが どんなに大切に思 った としても、金貨はサイラスのや さしさ、
思いや りに応 えて くれる とい うわけではない。金貨 を貯めるこ とを生 きが
いに思っていた時のサ イラスは老 人 と言えるような風貌であった。然 し、
毎 日毎 日成長 してい くエピー を育てるのは大仕事であっても、明 日はどん
な新 しい発見が出来るかわか らない楽しみ、喜びを見出す生 きがいがある。
真の幸せ を見つけて幸せの頂点にあるサイラスではあったが、青年期 には、
彼 の生 きがいであった恋人や 自分の信 じていた神 を奪われ、中年期 に も、
彼 の生 きがいであった金貨 を奪い取 られている。エ ピーを育 てなが ら最高
の生 きがい を持 って暮 らしている とき、その生 きがいの対象 であるエ ピー
を奪われるのではないかという不安がサイラスをおそう。あるとき、「君は・
明日この子 を教区の養育院に連れてゆ くのかね」(同13章)と聞かれ、 「誰
がそんなことをい うのです」「みなさんがわた くしに、この子 を連れてゆか
せ ようとい うのですか」「誰か、 この子 を引 きとってゆ く権利がある、 とい
って出て くるまでは」(同13章)とサイラスは言 う。なんとしてもエ ピーを
育てたい とい う気持ちが伝わって くる。
やがて、子育てを経験 した村 の女たちは、何 も子育てについて知 らない
サイラスに助言 を与 える。彼女 らも見ず知 らずの子供 を育てることに興味
を持ち、それが生 きがい ともなる。村の女たちは子育てのベテランとして、
また主婦 として自分の家庭内のやるべ き仕事 を朝の10時ごろまでに終 え、
それ以降の閑な時間を、エ ピー を育ててい るサイラスの手伝い をす ること
に、生 きがいを感 じている。誰かの役 に立つ こと、それは、人間にとって
『サイラス・マーナ 』ーの主人公から学ぶ高齢期の生きがいについて73
大 きな喜びである。世話をして くれる村の女たちのなかで、サイラスが一
番信用 している ドリー もエ ピーを育てることに生 きがいを感 じている一人
である。
うちの子供 たちの一人が女の子だった ら、 どんなによいか と思います
ね。… … つ くろい ものや編物や、いろんなことを教 えてやれた らね
え。… … 朝早 く起 きれば、お昼の した くにとりかかるまで とい うも
のは、まるで時計が十時で とまってしまったのか、 と思われることが
あ りますか らね。ですから くどいようですが、わた しは きっと子供 の
お世話をします よ。喜んでやってきます とも。(第14章)
この ように言われる と、サイラスの心 は複雑 とな り、育児 の経験者か ら
いろいろな助言 をもらえることに感謝 しつつ も、 自分の生 きがいをとられ
てしまうのではないか とい う不安に駆 られる。
いろいろ教えていただけば、それでけっこうです。… … ですが、私
は自分で してゆ きたいのです。そ うしない と、この子 は他の人が好 き
になって しまって、私 を好 きにならないか もしれませんか ら。私 はう
ちで、 自分 だけでやってゆ くことにはなれています。一 なんで もわか
ります よ。わか ります とも。(同14章)
せ っか く捕 まえた幸せ、 自分の生 きている証のために、エ ピーを育てた
い という、今 まで何度か失 った生 きがいに対するサイラスのこだわ りが読
み取れる。人間は、何 か生 きる目標 を見つけた時、それを全 うするために
努力す る。その時、真の生 きがいが見つかるのである。
7む す び
ハ ンセ ン氏病患者の研究者の一人、神谷美恵子は患者の生活全般 を通 し
て、「人間がいきい きと生 きてい くためには、生 きがいほど必要なものはな
い。人間か ら生 きがいを奪 うほ ど残酷 なことはな く、人間に生 きがい を与
えるほど大 きな愛はないlfi」という。
仕事があ り、家族があ り、健康で、また生活に困 らない程度のお金があ
り、時々、遊ぶ時間 もあるといった生活を送っている人には、「生 きがいを
失 った状態」 は、 もしか したら理解 しに くいか もしれない。何事 もそ うで
あるように、生 きるための目標 を失った時初めて、生 きがいを持っている
ことのす ばらしさを悟 るようである。
有 り余る時間を持 て余 している人たちにとって、0日 の始 まりは、希望
というより、む しろ苦痛 とさえなる。 ましてや高齢期 になると、健康、気
力、体力、財産など失うものが増 えてい く0方 で、閑な時間ばか りが増 え、
何事 にも神経が過敏 になり、今 までのように、忙 しくしている時 には・気
に しなかったことや、気 にする必要 もなかったことまでが気 になってしま
う。気 の滅入るようなマイナス面ばか り考 えて一 日を過 ごそ うとす る時・
その人にとっては、朝から闇の生活が始 まるようなものである。ひどい場
合には、朝起 き出す気力す らな くなるであろ う。高齢期に欝状態 になる人
が多いというのは、 こうした環境 に置かれていることと大いに関係がある。
時間の使い途が見つからない人々の目先の時間のつぶ し方がテレビを見
ることであ り、そのテ レビも皆喜 んで見ているのか というと、必ず しもそ
うではない。 しか し、なぜテ レビをつけるのか というと、一人暮 らしの高
齢者で、特 に仕事 をもたずに家にいる人の場合、他の人と言葉 を交わすこ
とな く一一日を過 ごす。その寂 しさを紛 らして くれるものがテ レビなのであ
る。疲れた心 を癒すために、テ レビを見 る。それが数時間にわたる という
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場合で も、テ レビをつけておけば、空間に人の気配を感 じることがで きる
か ら安心 とい うのであれば、納得がい く。 しか し、それ以外の理由として、
何 もすることがないか ら、テ レビを見 るとい うのでは非生産的であ り、そ
こか らは、テ レビとい う、言わばマイン ドコン トローラーによって毒 され
た、ステ レオタイプ的で皆 と同 じ考えや表現 をす る、金太郎アメの ような
個性のない人間が生れるだけではなかろうか。テ レビ以外 の、 もっと個 々
の人間性 を高めて くれるようなものに時間を費や したい ものである。
「人間は、ただ、真空の中にぽつんと生 きているのは、耐 えがたいもので、
生 きる 目的を持ち、 自分の生 きていることに対 し、 自分 を取 り巻 く世界か
ら、何か手 ごたえを感 じない と心身ともに生 きてい きに くい もの らしい17」
と神谷 は言 う。
出来ればい くらかの報酬があ り、従って何 らかの義務や制約が ともない、
少々の手抜 きは別 として、大 きくは手抜 きが許 されない もの、そ して、そ
れが生活 してい く上での規律 となっているのが、高齢期の人間にとって望
ましい生 きがい ということであろう。
サイラスの人生か ら判 るように、青年期 には、青年期の生 きがいある人
生があ り、 中年期 には、中年期の、そ して、老年期 には、一生の総 まとめ
をするような生 きがいがある人生があるはずである。それぞれの時期に自
分 を取 り巻 く環境が変わると共に、生 きがいも変わってい く場合がある し、
また0貫 して同じ生 きがいを持ち続ける場合 もある。
自己の 目標 をしっか りと定め、周囲 との調和 をとりなが ら、 自分の生 き
ている存在価値 を自他共に認めることが出来た時初めて、その人の人生の、
その時期 に、生 きがいのある生 き方が出来たといえよう。 もちろん、生 き
がいある人生 は、人によってその捉え方が異なる。ある人にとっては、さ
ほ どの生 きがい を感 じない人生であって も、ある人には、それは最高の生
きがいある人生 と言い切れる場合 もある。
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生きがいとは、別の表現 をするならば、社会 という歯車の中のひとつと
して参加するところに生きる喜びを見出し、人々との相互関係の中で生れ
て来るものである。他人に受け入れられることなく孤独に生きるのは寂し
いものであり、小さな社会の中でも、人々に存在を認めてもらうことは喜
びであ り、張 り合いになる。それが、大 きな社会の中であれば、なおさら
生きる張 り合いは大 きくなるであろう。 自己達成感、すなわち自己実現 と
は、社会 と調和できた喜びがともなって最高のものとなろう。
これまで生きがいについて筆者の考えを述べてきた。世のなかには、な
にも生きがいを取 り立てて考えなくとも、ただ生活 していることだけで楽
しいと言う人もいる。こうした人々はすでに、毎 日のどうということのな
い些細な生活の中に、生きる喜びを上手に見つけている。
最後に、つねに生 きがいを見つけていなくてはいられないサイラスの言
葉で、この小論をしめくくりたい。
その昔、長いあいだ彼の愛 していた金貨、それだけがたった一つの楽
しみであった頃、… … 自分が毎晩のようにそのお金 をかぞえていた
ことや、エピーが 自分に授かるまで、 どんなに自分の心はさび しいも
のであったか ということを、話 して聞かせ ていたのであった。… …
「もしお金が戻って きて も、そのためにお前がわ しの ところにいなくな
って しまうのだった ら、一大事だ、 と考えるようになったのだ。なぜ
って、わしには、お前 の顔や、お前の声や、お前の指にさわってもら
った りしな くては、 どうしても、片時 も生 きてゆけない、 とい う気が
するようになって しまっていたんだよ。… … もしわ しに、お前 とい
うものが授か らなかった ら、わ しはさびしい気持 ちのまま、お墓の中
にはいってゆかなけ りゃならなかったろう。… … お金 なんかに心 を
奪 われない よ。 ・・… ・もし、エピー、お前がいな くなるようなことが
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あった ら、 そ うい うことになるか もしれ ない。」(第19章)
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